
特別夜標教育の実瞬を広ffる

平成19年4月 1日 か ら、学校教育法等の一部改iにが施行 され、特別支援教育を本格的に

実施するときがやつてきました,全 ての学校 (園)に おいて、障害のある子どもたちそれ

ぞれのユーズに応 じた、特別な教育的支援が実施 されるようにな ります.

従来の盲 ・曽 ・養護学校は 「特別支援学校」 と名称が変更され、障害児学級は 「特別支

援学級Jと な ります.ま た、単に名称が変更されるだけでなく、これまで特別支援教育体

制推進事業 として府内全域で取 り組 まれてきた I夕D、 A D HID、高機能 白閉症等をは じめ、

多 くの支援を|∠、要としている子 どもたちをサホー トする相談支援のセンター的機能、具体

的には 「小 ・中学校の教員への支援機能」「特別支援教育等に関する相談 ・情報提供機能J

「障害のある児童生徒への指導 ・支援機能J「福祉、医療、労働な どの関係機関等 との連

絡 ・調整機能」 「小 ・中学校等の教員に対す る研修協力1幾能」「障害のある幼児児童生徒
への施設設備等の提供機能Jな どが期待 されることとな りますサ

これまで準備 されてきた校内委員会の設置や、特別支援教育コーデ ィネー ターの指名な

ど、システムの枠組みの整備に続 く特別支援教育体制推進事業の 2年 目においては、各学

校内での子 どt)たちへの具体的な支援が求められてきています。 この冊子の前半では、平

成18年度に取 り組まれた 5つ の教育局およびその管内にある養護学校の協力の もとに行わ

れた実践を中′とヽにまとめていただきました.ま た、府総合教育センターで実施 されている

特別支援教育コーデ ィネー ターの研修や、幼稚園か ら高等学校までの相談システム及び、

相談支援の実際の ヒン トなども盛 り込まれています.

平成19年度からの、就学前か ら高等学校までの実践を進めていただくにあた り、これ ま

でに調査研究運営会議で発行 してきた 3冊 、「IフD、 ADIID、 高機能 自開症支援ガイ ド」

(平成 16年3月 )、「特別支援教育推進 ガイ ド」 (平成17年3月 )、「特別支援教育実践 ガイ

ド」 (平成18年 3月 )と 共に、本冊子を子どモリたちと向き合う全ての方 々に参考としてい

ただけたらと思、います。

今、特別な教育的支援を必要 とする児童生徒が どの学級にも在籍 していることが明 らか

になってきています,LD,ADHD,高 機能 自閉症をは じめ、人へσう関わ りや学ぶ こと

の不得手な子どもたちへの丁宇な関わ りや学習支援は、い じめや不登校など、今 Hの 学校

が抱える様 々な問題解決にもつながる要素を持つていると考えます.教 育に携わる私たち

は、 ■ どもの思いや親の願いに応えるためにt)、特別支援教育の基本的な理念を理解する

ように努めたい t)のです。

本冊子は、第 1部 の 「各支援地域の取組」 と第 2部 の 「就学前か ら卒業後につながる支

援体制」、「コラム」及び 「参考資料」で構成 されてい ます.本 冊子が、子 ども達に直接

かかわる教職員や保護者の皆様だけでなく、
一般の方々にせ)広く読まれ、今後の特別支援

教育理解の一
助になれば幸いです.
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